
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
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今月の若人

楠富　康貴さん（25歳）
野子町

 くすとみ　　　  こうき

　　

平
戸
市
最
南
端
の
宮
の
浦
で
、
漁
業
体
験
民
泊
や

定
置
網
を
営
む
楠
富
康
貴
さ
ん
。
楠
富
さ
ん
は
、
野

子
小
・
中
学
校
、
平
戸
高
校
を
卒
業
後
、
家
業
で
あ

る
漁
師
を
継
ぎ
、
両
親
と
と
も
に
漁
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

　
「
定
置
網
は
、
定
期
的
な
手
入
れ
を
し
な
い
と
網

が
破
れ
た
り
し
て
、
魚
が
獲
れ
な
く
な
る
の
で
、
長

期
的
に
休
め
な
い
の
が
大
変
で
す
け
ど
、
漁
業
体
験

や
民
泊
の
受
け
入
れ
な
ど
で
、
い
ろ
ん
な
人
と
交
流

が
で
き
て
楽
し
い
で
す
。
漁
師
の
仕
事
だ
け
だ
と
、

他
の
業
種
の
人
た
ち
と
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
ま
り
な

い
の
で
、
漁
に
出
な
い
夜
の
時
間
は
、
異
業
種
の
人

た
ち
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
交
流
を
し
て
い

く
中
で
、
地
元
の
自
然
や
漁
師
の
仕
事
は
、
と
て
も

魅
力
的
だ
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
こ
の
魅
力
的

な
自
然
や
漁
師
の
仕
事
を
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、
漁
師
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
魚
に
興
味
を

も
っ
て
、
漁
師
に
な
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き

た
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
、
爽
や
か
な
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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平
戸
の
節
分　

豆
だ
け
じ
ゃ
な
い

豆
力
士
が　

笑
顔
と
涙
も
振
り
ま
き
ま
す

子
泣
き
相
撲

　
　

泣
い
た
が
勝
ち
よ

　
　
　
　
　
　

は
っ
け
よ
い
！



広報ひらど 平成29年3月号 2Hirado City Public Relations,2017.33

　最教寺の前身は、もともと勝音

院（しょうおんいん）という曹洞宗

の寺院でした。しかし、初代平戸

藩主、松浦鎮信（まつらしげのぶ

／ちんしん）公は、勝音院がある

場所が、自身が信仰する真言宗

の開祖、弘法大師空海ゆかりの

地だったことから、住職の竜呑

（りゅうどん）和尚に勝音院を移転

してほしいと頼みました。

　ところが、竜呑和尚は再三にわ

たる懇願を拒否したため、立腹し

た鎮信公は、勝音院を焼き払い

ました。竜呑和尚は、本尊の薬

師如来像を守るため、自ら割腹し

て像を腹に納め、火から守り抜き

ました。和尚と一緒に弟子の英鉄

（えいてつ）も焼死しました。

　その後、勝音院のあった場所

に最教寺が建立されましたが、鎮

信公は、竜呑和尚と英鉄の亡霊

に悩まされました。ある日、困り

果てた鎮信公が最教寺を参詣して

いるとき、赤ちゃんの泣き声で、

亡霊が退散し、以後悩まされるこ

　　　　とがなくなったことを起

　　　　　　源として、赤ちゃん

　　　　　　　　が泣き声を競う

　　　　　　　　   「子泣き相撲」

　　　　　　　　　　が始まった      

            　　　　　　　　と言われ

　　　　　　　　　　　ています。

　

２
月
３
日
、
最
教
寺
奥
の
院
で「
子
泣

き
相
撲
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
抜
け
る
よ
う
な
青
空
に
恵
ま

れ
、
１
５
０
組
約
３
０
０
人
の
赤
ち
ゃ
ん

力
士
が
参
加
し
、
化
粧
ま
わ
し
に
ね
じ
り

鉢
巻
を
着
け
、
東
西
に
分
か
れ
て
取
組
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
遠

く
関
東
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
も
参
加

し
た
親
子
も
い
ま
し
た
。

　

取
組
で
は
、
泣
き
出
す
赤
ち
ゃ
ん
だ
け

で
な
く
笑
っ
て
ば
か
り
や
寝
て
ば
か
り
の
赤

ち
ゃ
ん
も
い
ま
し
た
。
結
び
の
一
番
千
秋
楽

で
は
、
行
司
が
泣
か
せ
よ
う
と
必
死
に
掛

け
声
を
か
け
る
も
、
東
西
ど
ち
ら
も
動
じ

ず
、
最
後
は
行
司
の
泣
き
が
は
い
り
、
引

き
分
け
で
終
わ
る
と
い
う
取
組
に
、
会
場

は
歓
声
と
笑
い
声
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

子泣き相撲の起源

１

４

２ ３

５

６

７

９

８

　節分の日、平戸市では「先に泣いたほうが勝ち」という一風変わった赤ちゃ

ん相撲が行われます。この相撲に参加するため、全国各地から１歳前後の赤

ちゃん力士たちが集まります。

　「泣いたが勝ちよ、はっけいよい」の合図で、今年もたくさんの取組が行わ

れました。

１.２.３＿元 気 に 泣く赤
ちゃんたち４＿イクメンパパ
も多数参加５＿睨み？をき
かす赤ちゃん６＿笑顔の赤
ちゃん７＿寝てる赤ちゃん８
＿海外からも参加９＿会場
には、たくさんの観客やア
マチュアカメラマンなどもい
ました

赤
子
の

 　　　

泣
き

声
健
康
祈
願
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子泣き相撲を支える大人たち

子泣き相撲は、檀家を中
心とした市民行事として
毎年、開催しています。
子泣き相撲を開催するた
めに、準備、運営、撤収
まで携わる人たち。また、
子泣き相撲に参加者する
人たち。そんな人たちに、
子泣き相撲に対しての思
いを聞きました。

子泣き相撲で長年
行司を務める

亀山  富士郎さん

髙田  源治さん

松山亜梨沙さん
松山　愛叶くん

檀家総代

子泣き相撲を開催
する最教寺の住職

邊見  光眞さん

　昔は今のようにたくさんの参加者はいなかったの

で、１人で全部の取組の行司をやっていました。し

かし、年々参加者も増えて1人では対応できる数で

はなくなってきたので、今では２人で対応していま

す。また、最近は赤ちゃんの名前の漢字が、通常

の読み方で読めないことが多くなり、読みあげるの

も大変になりましたね。

　でも、一番大変なのは毎年、檀家さんや婦人部

の皆さんだと思います。檀家さんは、前日からテン

ト設営や舞台設置の準備を始めとして、当日の運営

や撤収まで全て自分たちで行っています。婦人部も、

年々参加者が増えて待っている人たちがお昼を過ぎ

て取組を待つ親子もでてきたため、お腹がすくだろ

うということで、毎年会場内で振る舞いなどをしても

らってるのでありがたいですね。私は、ここの檀家

ではないのですがこのような活動をしている人たち

を見ていると、本当に頭が下がります。子泣き相撲

が、長年続けていけるのも、このような人たちのお

かげではないかと思います。私も少しでも皆さんの

協力ができればと思っていますので、体が元気なう

ちは行司を続けていきたいと思っています。

　子泣き相撲は、私が最教寺の住職になる前から

あり、毎年多くの親子が参加しています。雨や雪の

年でも、寒い中朝早くからたくさんの親子が順番待

ちをしていました。

　そんな姿を見ていると、この子泣き相撲は、お寺

の伝統行事ということだけでなく、親から子への愛

情のあらわれじゃないかなと思いました。平戸で生

まれ、この行事に参加して、地元を離れていった子

どもたちが、この日のために帰ってくる。親が子ど

もを参加させた行事に、その子がまた孫を連れて参

加するために帰省する。こんな行事って、お盆やお

正月以外ではなかなか無いと思います。子泣き相撲

はこのようにして、世代を超えて受け継がれている

んだなと思いました。

　最近は、平戸に実家がなかったり、平戸出身で

はない親子が参加することも増えてきました。もと

もと最教寺奥の院は、他宗派や宗教もわけ隔てなく

内包する思想を説いた弘法大師空海ゆかりの地とし

て建立されました。そのためか、参加者は市内、

市外、また宗教、宗派を超えて参加することに違和

感がないのかもしれませんね。

檀家や婦人部の協力のおかげ 親から子へ受け継がれる行事

参加者の声

やれることは自分たちでやって、伝統行事を残していきたい 義母が孫のために、深夜から並びました
　毎年、お寺の総代会や奥の院の役員会などで役割分担などを決めています。檀家さん

も、与えられた役割は、きちんと全うしてくれるので、本当に助かります。近年は、参加

者の増加で車の台数も増え、誘導する駐車場係が大変になってきたのですが、観光協会

の人たちにもボランティアで手伝ってもらっているので、事故もなくスムーズに誘導できて

います。

　檀家も、年々高齢化してきて、協力できる人が少なくなってきていますが、お寺の伝統

行事を後世に残していくためにも、自分たちのやれる範囲で、早めに準備するなどして続

けていきたいと思っています。

　子泣き相撲のことは以前から知っていて、今回参加した

いと義母に話したところ「たくさん並ぶって聞いたけん、私

が午前12時から並ぶよ」と言われ、そこまでしなくてもと

思いながらもお願いしました。そのおかげもあって、１番

で取組ができました。

　もともと人見知りしない子なんですが、肝心の取組でも

全く泣かず、ずっと行司の人の顔を見つめていました。息

子には、明るく元気で優しい子に育ってほしいですね。

土
俵
の
上
で
、赤
ち
ゃ
ん
た
ち
が

　
　
　

    

最
高
の
相
撲
が
取
れ
る
よ
う
に

大
人
た
ち
も
、そ
の
土
俵
を
支
え
て
い
ま
す

へんみ　　こうしんかめやま　　  ふじろう

たかた　　 げんじ
まつやま　    あいと

まつやま　 ありさ

（生月町）

子
泣
き
相
撲
の
土
俵
下
で
の
取
組
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　今後、世界文化遺産の登録

を目指す取り組みをきっかけ

に、私たちの身の回りにある

たくさんの「宝もの」を見つめ

直し「住んでよし、訪れてよし」

のまちづくりを進めていくため

の指針となる「平戸市歴史文

化基本構想」を策定します。

Ｃ 日暮雄一

世界文化遺産登録までの道のり 長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産 「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」
　　　　　　　　　　　　　　　世界文化遺産登録に向けて再スタート

　　

平
戸
市
内
に
は
、
教
会
堂
だ
け
で
な
く
、

殉
教
史
跡
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
連
す

る
文
化
遺
産
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
遺
産
は
、
平
成
19
年
に
世
界
文

化
遺
産
の
登
録
を
目
指
す
取
り
組
み
を
始

め
る
前
か
ら
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
大

切
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
の

地
域
の
宝
も
の
が
、
今
、
ま
さ
に
世
界
の

宝
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
町
を
改
め
て
見

渡
す
と
、
そ
れ
ま
で
気
に
し
て
い
な
か
っ
た

大
切
な
場
所
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
数
々
の
宝（
自
然
や
歴
史
、
生
活

環
境
、
名
人
な
ど
）は
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で

あ
り
、
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

私
た
ち
は
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
守
る
べ
き
も
の
は
何
か
を
考
え
、
遺
産

そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
の
良
好
な
周

辺
環
境
ま
で
含
め
て
次
世
代
に
伝
え
つ
な

い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

平
戸
の
宝
を
世
界
の
宝
へ

禁
教
・
潜
伏
期
に
焦
点
を
絞
っ
て

構
成
資
産
や
名
称
の
変
更
を
行
い
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に

２
度
目
の
推
薦

　　

世
界
文
化
遺
産
を
目
指
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
か
ら
登
録
活
動

を
開
始
し
、
平
成
27
年
１
月
に
ユ
ネ
ス
コ

へ
推
薦
書
を
提
出
し
た
も
の
の
、
イ
コ
モ
ス

か
ら「
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
禁
教
・

潜
伏
期
に
あ
て
、
推
薦
内
容
を
見
直
す
べ

き
」と
の
厳
し
い
評
価
を
受
け
、
平
成
28

年
２
月
に
国
は
推
薦
を
い
っ
た
ん
取
り
下

げ
ま
し
た
。

　

早
期
の
再
推
薦
に
向
け
、
世
界
遺
産
と

し
て
の
価
値
付
け
が
再
検
討
さ
れ
る
中
、

イ
コ
モ
ス
か
ら
の
指
導
助
言
を
推
薦
書
に

反
映
さ
せ
、
構
成
資
産
や
名
称
の
変
更
な

ど
を
行
い
、
今
回
、
２
度
目
と
な
る
国
内

推
薦
資
産
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
夏
ご
ろ
に
予
定
さ
れ
る
イ
コ

モ
ス
に
よ
る
現
地
調
査
に
向
け
て
万
全
の

体
制
で
臨
む
と
と
も
に
、
田
平
天
主
堂
や

宝
亀
教
会
の
ほ
か
、
生
月
島
で
今
も
継
承

さ
れ
る「
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
」な
ど
、

平
戸
の
世
界
文
化
遺
産
の
魅
力
を
語
る
に

欠
か
せ
な
い「
キ
リ
ス
ト
教
文
化
遺
産
群
」

の
活
用
を
図
る
た
め
、
来
訪
者
の
受
け
入

れ
の
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

世
界
の
宝
も
の
を
目
指
す
平
戸
の
大
切

な
文
化
遺
産
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　長崎県および熊本県の関係自治体で取り組みを進めている「長崎と天
草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の推薦書が、２月１日、ユネスコ世
界遺産センターへ提出されました。
　今後は、今年の夏ごろにイコモスによる再度の現地調査を経た後、
来年の夏ごろに開催される世界遺産委員会で登録の可否が審議される
予定です。

　1550年にフランシスコ・ザビエルが平戸を訪れて始

まった長崎におけるキリスト教（カトリック）の布教は、そ

の地を支配していた領主や住民に受け入れられ広がってい

く時代、江戸時代に入ってキリスト教が禁止され密かに信

仰を伝えていく時代、明治時代に禁止が解かれ自由に信

仰ができる時代という歴史をたどります。

　キリスト教が禁止されてから再び自由に信仰ができるま

での約250年もの長い間、キリスト教の指導者がいない中

で人々が信仰を伝えつないできたことは、世界的にみても

大変めずらしいといわれています。

　「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」は、この世

界的にも珍しい歴史を物語る12カ所（平戸２カ所）の候補

地で世界文化遺産の登録を目指しています。

これまでの取り組み

今後の予定

平成19年

平成27年１月

平成27年９月

平成28年２月

平成28年５月

平成28年７月

平成28年９月

平成28年12月

平成29年１月

平成29年２月

平成29年夏ごろ

平成30年夏ごろ

ユネスコの世界遺産暫定一覧表
への登録

「長崎の教会群とキリスト教関連
遺産」の推薦書をユネスコ世界
遺産センターに提出

イコモスによる現地調査

イコモスからの厳しい指摘を受
け、国が推薦を取り下げ

イコモスの助言を受け、田平天
主堂と日野江城跡（南島原市）を
除く12資産を構成資産とするこ
とを決定

国の文化審議会で「長崎の教会
群とキリスト教関連遺産」が再度
推薦候補に決定

世界遺産の価値付けを潜伏期に
絞ったことから、名称を「長崎と
天草地方の潜伏キリシタン関連
遺産」に変更

国の文化審議会による審議答申

閣議了解による決定

国からユネスコ世界遺産セン
ターに推薦書提出

イコモスによる現地調査

ユネスコ世界遺産委員会での審
議・登録

平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）・（中江之島）

平戸市の取り組み



　

２
月
19
日
、
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中

ホ
ー
ル
で「
平
成
28
年
度
平
戸
市
表
彰
式
」

が
開
催
さ
れ
、
72
人
、
10
団
体
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。　

　

地
方
自
治
や
産
業
の
振
興
、
環
境
衛
生
、

防
犯
防
災
な
ど
、
市
政
推
進
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
29
人
に
市
民
表
彰
。
ま
た
、
青

少
年
の
健
全
育
成
や
社
会
教
育
の
発
展
な

ど
に
貢
献
し
た
16
人
と
6
団
体
に
教
育
委

員
会
表
彰
。
ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
し

た
27
人
と
４
団
体
に
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。　

◎
地
方
自
治
功
労 

　
　

　

末
永　

武
好

　

濵
本　

寿
光

　

川
尻　

修
治

　

松
本　

一
郎

　

神
田　

慶
治

　

橋
本　

嘉
之

◎
産
業
功
労

　

松
岡　

武

　

岩
野
上　

康
介

　
◎
教
育
文
化
功
労

　

吉
岡　

朗

◎
環
境
衛
生
功
労

　

松
本　

泰
博

　

末
吉　

清
彦

◎
交
通
安
全
功
労

　

森　

正
憲

　

太
田　

正
喜

　

冨
野　

俊
一

　

川
下　

良
二

　

川
久
保　

定
美

　

北
川　

貢

　

松
本　

一
郎

　

小
西　

加
代
子

生
月
町

生
月
町

田
平
町

田
平
町

生
月
町

大
島
村

戸
石
川
町

生
月
町

辻
町

田
平
町

大
島
村

戸
石
川
町

田
平
町

田
平
町

田
平
町

田
平
町

田
平
町

田
平
町

田
平
町

◎
防
犯
防
災
功
労　

　

大
川　

善
久

（
故
）磯
田　

耕
一
郎

　

末
永　

豊

　

山
口　

庄
重

　

末
永　

啓
二

　

豊
嶋　

浩
喜

　

岩
本　

満
典

　

小
川　

大
作

　

元
山　

和
彦

　

高
橋　

裕
二

◎
社
会
体
育
功
労

　

谷
浦　

芳
明

　

出
口　

長
寿

◎
学
校
教
育
功
労

　

松
邨　

伸
二

　

柿
添　

澄
子

　

大
森　

正　

◎
特
別
功
労

（
故
）福
海　

德
太
郎

　

萩
山　

優
子　

◎
芸
術
文
化
表
彰

　

守
川　

義
孝

　

藤
澤　

聖
子

市
民
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰

◎
学
校
文
化
活
動
等
表
彰

　

島
田　

大
誠

　

堺
屋　

流
音　

　

小
山　

晴
華

　

田
中　

直
継

　

チ
ー
ムH

im
osashi

　

H
yper

　

柗
竹　

佳
乃

　

内
山　

春
樹

　

猶
興
館
高
図
書
委
員
会

　

猶
興
館
高
文
芸
部

　

猶
興
館
高
吹
奏
楽
部

　

猶
興
館
高
理
数
科

　

猶
興
館
高
理
数
科

◎
学
校
文
化
活
動
特
別
表
彰

　

栗
山　

実
乃
里

◎
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

　

望
月　

千
幸

　
◎
ス
ポ
ー
ツ
賞（
個
人
）

　

江
口　

剛
司

　

田
島　

忠
篤

　

久
富　

暉
竜

　　

上
村　

龍
我

　

破
戸　

崚
佑

　

野
口　

清
之

　

田
中　

達
也

　

松
園　

大
成

　

吉
永　

英
司

　

長
崎　

翔
栄

　

桝
屋　

良
輔

　

田
渕　

龍
馬

　

岩
男　

徹
史

　

田
渕　

真
羽

　　

大
浦　

怜
人

　

石
山　

純
花

　

中
山　

直
秀

　

平
山　

実
玖

　　

福
田　

真
生

　

大
島　

彩
海

　

松
浦　

ゆ
う
き

　

岩
崎　

リ
エ
子

　

井
元　

健
人

　

伊
藤　

叶
優

　

銅
座　

実
悠

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞（
団
体
）

　

平
戸
市
相
撲
連
盟

　

北
松
農
業
高
相
撲
部

　

平
戸
中
軟
式
野
球
部

　

消
防
本
部 

　
◎
体
育
功
労（
個
人
）

　

上
田　

道
雄

市民表彰受賞者

スポーツ表彰受賞者教育委員会表彰受賞者

田
平
町

田
平
町

生
月
町

前
津
吉
町

紐
差
町

川
内
町

敷
佐
町

鮎
川
町

野
子
町

田
平
町

木
ヶ
津
町

根
獅
子
町

岩
の
上
町

鏡
川
町

職
人
町

川
内
町

猶
興
館
高
教
員

明
の
川
内
町

野
子
町

堤
小
４
年

度
島
小
４
年

津
吉
小
５
年

山
田
小
５
年

紐
差
小
学
校

北
松
農
業
高
３
年

北
松
農
業
高
３
年

平
戸
高
３
年

生
月
町

生
月
町

生
月
町

京
都
外
大
西
高
１
年

（
生
月
町
）

平
戸
小
５
年

山
田
小
４
年

鏡
川
町

田
平
町

猶
興
館
高
３
年

北
松
農
業
高
３
年

北
松
農
業
高
２
年

田
平
南
小
５
年

生
月
小
２
年

岩
の
上
町

西
海
学
園
高
２
年

（
生
月
町
）

山
田
小
６
年

山
田
小
６
年

岩
の
上
町

長
崎
商
業
高
３
年

（
岩
の
上
町
）

長
崎
東
高
２
年

（
山
中
町
）

長
崎
明
誠
高
２
年

（
大
久
保
町
）

平
戸
中
２
年

大
久
保
町

鏡
川
町

平
戸
小
６
年

田
平
中
３
年

戸
石
川
町　
　

 

　
　

  

（
敬
称
略
）

平
戸
市
表
彰
式



４月から始まる４月から始まる４月から始まる

要支援・要介護認定申請基本チェックリストの実施

要介護認定を受けなくても必要
なサービスを利用できるように
するために、本人の状況を確認
する全国共通の質問票（25項目）

平戸市版ケーススクリーニング

これまでとの変更点総合事業の利用の流れ
平成29年４月から平成29年３月まで窓口に相談

チェックシートに記入し、対象を判断する。

福祉課介護保険班、地域包括支援センター、各支所・各出張所
各高齢者支援センター、居宅介護支援事業者

介護予防・日常生活支援総合事業介護予防・日常生活支援総合事業介護予防・日常生活支援総合事業

広報ひらど 平成29年3月号 10Hirado City Public Relations,2017.311

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

の
み
を
利
用
し
た
い
場
合
は
、
要

支
援
認
定
を
受
け
な
く
て
も
、
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
判
定
に
基

づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
、
急
に
身
体
状

況
が
悪
化
し
た
場
合
な
ど
に
も
対

応
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

○
対
象
者　

新
規
ま
た
は
更
新
手

　

続
き
に
よ
り
、
介
護
保
険
の
要

　

支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
た

　

人
。
ま
た
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク

　

リ
ス
ト
で
生
活
機
能
の
低
下
が

　

見
ら
れ
、
事
業
対
象
者
と
判
断

　

さ
れ
た
人
。

○
事
業
内
容

　

▼
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

　
　

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　

▼
通
所
サ
ー
ビ
ス

　
　

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

▼
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
　

・
配
食
サ
ー
ビ
ス

も
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　　

今
後
も
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
全

体
で
高
齢
者
を
支
え
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
自
身
も
自
ら
の
持
つ
能
力

を
最
大
限
に
生
か
し
、
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

国
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業（
新
し
い
総
合
事
業
）

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
、

４
月
か
ら
新
し
い
総
合
事
業
を
開

始
し
ま
す
。

　　　　

65
歳
以
上
で
、
要
支
援
に
認
定

さ
れ
た
人
お
よ
び
、
生
活
機
能
の

低
下
が
見
ら
れ
る
人
が
利
用
で
き

る「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
」と
、
65
歳
以
上
の
全

て
の
人
が
利
用
で
き
る「
一
般
介

護
予
防
事
業
」を
通
し
て
、
介
護

予
防
と
日
常
生
活
の
自
立
を
支
援

し
ま
す
。

　

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

へ
の
予
防
訪
問
介
護
と
予
防
通
所

介
護
が「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
中
の
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に

移
行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
国
の

介
護
保
険
制
度
に
よ
っ
て
内
容
や

介
護
報
酬
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
総
合
事
業
で
は
市
の
裁
量

範
囲
が
広
く
な
り
、
65
歳
以
上
で

あ
れ
ば
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
で「
介
護
予

　

団
塊
の
世
代（
昭
和
22
年
〜
昭

和
24
年
生
ま
れ
）が
75
歳
以
上
と

な
る
平
成
37
年
に
は
、
４
人
に
１

人
が
75
歳
以
上
と
い
う「
超
高
齢

社
会
」に
突
入
し
ま
す
。「
超
高
齢

社
会
」に
な
る
と
、
介
護
、
医
療

の
負
担
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
そ
の
と
き
社
会
を
支
え
て
い

る
現
役
世
代
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢

者
自
身
の
負
担
も
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
が
増
加
し
、
高
齢
者
の
生

活
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
、
現
在
よ
り

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が

新
し
い
総
合
事
業
が
始
ま
る
と

将
来
の
課
題

今
後
の
介
護
予
防

非該当者 要介護
１～５

要支援
１・２

事業
対象者

元気な
高齢者

介護給付
サービス

介護予防給付
サービス

介護予防・生活
支援サービス事業

一般介護
予防事業

●住民主体の
　　通いの場
●介護予防教室
●いきいきサロン
　　　　　など

●住民主体の
　　通いの場
●介護予防教室
●いきいきサロン
　　　　　など

●訪問介護
●通所介護

介護予防・生活
支援サービス事業
●訪問型サービス
●通所型サービス

新
し
い
総
合
事
業

介護給付
（要介護１～５）

介護給付
（要介護１～５）

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
高
齢
者
支
援
班　

☎
内
線
２
５
８
３

介
護
予
防
給
付
（
要
支
援
）

●通所リハビリ
●訪問リハビリ
●訪問看護
●福祉用具貸与
●住宅改修
　　　　　など

●通所リハビリ
●訪問リハビリ
●訪問看護
●福祉用具貸与
●住宅改修
　　　　　など

介
護
予
防
給
付
（
要
支
援
）

※現行の要支援の人に対する介護予防給付のうち、訪問介   
　護（ホームヘルプサービス）、通所介護（デイサービス）が
　新しい総合事業に移行します。

※介護予防・生活支援サービス事業訪問型・通所型サービスのみ
　利用する場合は、要介護認定を受けなくても基本チェックリス
　トの確認で決定できるため、サービスの利用が簡単になります。

介
護
予
防
・
生
活
支
援　

サ
ー
ビ
ス
事
業

変更なし

変更なし

変更なし

変更あり

一
般
介
護
予
防
事
業

一
般
介
護
予
防
事
業
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55

　平戸文化センターで、故高倉健さんの誕生日に
合わせて長編ドキュメンタリー映画「健さん」の
上映会が行われ、市内外から約500人が来場しま
した。
　高倉健さんの遺作となる「あなたへ」のロケ地
である平戸で上映された映画「健さん」は、生前
に限られたインタビューしか受けなかった健さん
が、何を考え、どう行動し、何を成し遂げてきた
のかを紹介しています。また国内外の名優、名匠
からのインタビューで、映画俳優「高倉健」の人
生哲学をさまざまな視点からひも解いています。

映画俳優「高倉健」の美学に迫る
2
16

地域の交通安全活動に貢献

　田平町の松田弘さん（市交通安全協会副会長）
が、長年にわたる交通安全活動の功績をたたえ、
１月20日に東京都で開催された「第56回交通安
全国民運動中央大会」で、最高の名誉にあたる交
通安全栄誉賞の「緑十字金賞」を受賞しました。
　松田さんは、昭和38年11月ごろに交通安全協
会に入り、約55年もの間、地域の交通安全活動
に大きく寄与されています。受賞に際し「このよ
うな高価な賞をいただいて身のひきしまる思いで
す。これからも飲酒運転や交通死亡事故がないよ
う活動していきたい」と話しました。

２
13

　生月町の米倉巖さんが100歳のお誕生日を迎え、
黒田市長が入所先の「生寿園」を訪れ、花束と記
念品を贈り長寿を祝いました。
　米倉さんは、戦後生月町に戻り、大工と農業を
しながら、6人の子どもを育てました。大工の技
術は、子どもへ引き継がれ、現在は孫である聖也
さんが生月町で大工をしています。
　現在は「生寿園」に入所し、ご友人と楽しく過
ごしています。お祝い式ではご自分でマイクを持
ち、100歳とは思えないほど元気良く、お祝いを
してくれた皆さんにあいさつしました。

大工技術が代々受け継がれる
２
10 お元気で冗談も大好き

　生月町の町田モトさんが100歳のお誕生日を迎
え、黒田市長が入所先の「ケアホームあんじん」
を訪れ、花束と記念品を贈り長寿を祝いました。
　町田さんは、まき網を営んでいた夫と結婚し、
4人の子どもを育てました。
　昨年からは「ケアホームあんじん」に入所し、体
操やレクリエーションを通して、新しく出来たご
友人と楽しく過ごしています。お祝い式では、ご
家族や施設の人たちに祝福され「お世話をかけま
した。ありがとうございました。まだまだ逝かれ
ませんね」と冗談を交えながらあいさつしました。

１
25

　日本損害保険協会が度島地区の消防団に小型動
力ポンプ付軽消防自動車１台を送り、市役所で配
置式が行われ、市長から平戸市消防団春野留二団
長に配置書が手渡されました。
　日本損害保険協会は1952年度から、地域の消
防力を目的に毎年各地に消防車両を提供していま
す。度島地区は家が密集していて、普通の消防車
両が入らない場所が多いため、今回の軽車両は狭
い道で機動力を生かすことができ、ポンプも最高
性能の車両ということで、今後の消防活動での活
躍が期待されます。

機動力があるポンプ車が度島に
２
９ 平戸から世界を目指して

　日本肢体不自由者卓球協会日本代表チームが平
戸文化センターで行われる強化合宿に先立ち市長
を表敬訪問しました。
　平戸市と同協会は2015年に自治体としては初
めてネームスポンサー契約を結び、ユニフォーム
やジャージに「平戸市」のロゴが入っています。
　選手の中には、昨年のリオデジャネイロパラリ
ンピックに日本代表として出場した岩渕幸洋選手
も帯同しており、岩渕選手は「リオデジャネイロ
では予選敗退しましたが、2020年の東京大会を
目指し頑張ります」と話しました。

１
27

　北松農業高校生活科学科３年の宮﨑良介さんが、
全国高等学校家庭科技術検定の「和服」「洋服」「食
物調理」で１級に合格し、県内の農業高校に通う
男子生徒では初めて「三冠王」に輝きました。
　この検定は４級から始まり、２年で「和服」、3
年の夏に「食物調理」の１級にそれぞれ合格して
いました。昨年の12月に「洋服」の検定で見事１
級に合格し「三冠王」を達成しました。
　宮﨑さんは「高校生活を通しての目標だったの
で達成できてうれしい。裁縫は得意ではなかった
ので、放課後残って練習しました」と話しました。

農業高校の男子では県内初の快挙
２
16

沿道からの声援を受け力走

　「いきつきロード2017」大会が開催されました。
生月支所前をスタート・ゴールとするコースで行
われ、全22種目に市内外から604組688人が参
加しました。この日は前日からの冷え込みも和ら
ぎ絶好のコンディションで、参加者の皆さんは、
沿道からの声援に支えられ、懸命にゴールを目指
し力走しました。
　参加者は大会終了後、同時に開催されていた
「白月市」で、地元の飲食店や団体が出店した「鯨
汁」や「アゴだし焼きそば」など地元の食材を使っ
た料理を食べ平戸の味覚を堪能していました。

２
12



■上映会「みんなdeシネマ」／『猫侍』（邦画：100分）　
　11日　・23日　　 午後２時～　未来創造館COLAS平
　戸ホール
■ライブラリーコンサート／ 25日　　午後７時～　平戸
　図書館　コーラスグループ・サーメン（オランダ語で一
　緒という意味）の皆さんによる、コーラスや手話歌のコ
　ンサートです。（予定）

本は市内の図書館・図書室どこでも貸出・返却できます。

■おはなし会／毎週日曜日　午後２時～　おはなしのへや
■赤ちゃんおはなし会／８日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　おはなしのへや
■春のおはなし会／４日　　午前10時30分～　未来創
　造館ＣＯＬＡＳ平戸　平戸市読み聞かせ連絡協議会の
　方々による春のおはなし会です。
■おはなし隊がやってくる！／ 18日　　未来創造館ＣＯ
　ＬＡＳ平戸　キャラバンカー見学：10時30分～ 11時
　（対象：３才～10才の20人、先着順）・おはなし会：11時
　５分～ 11時35分　たくさんの絵本を乗せたキャラバン
　カーがやってきます。その場で読み聞かせもあります。
　

～図書館からのお知らせ～

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

■おはなし会／４日　、18日　、25日　
　午後2時～　市ふれあいセンター児童室

平戸図書館 ☎22‐4017

●３月の主なもよおし●

●３月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

◎休館日／６日　～ 12日　（蔵書点検）、14日　、21日　、
　　　　　26日　、28日

水

◎休館日のおしらせ／２月24日　～３月３日
　＊蔵書点検のためお休みします。

金 金 木

土

土 土 土

土

土

土

火 火

火日

日月

　　　　　こだぬきのポンコちゃん
は、人間たちがかざっているおひな
さまがうらやましくて「ポンコも、
おひなさまがほしいよ～!」と泣いて
しまいました。すると次の日、立派
なおひなさまがおうちに並んでいて
…。「ひな祭り」の行事紙芝居です。

　　　　人と犬は今よりずっとずっと
　　　昔から友達です。なぜでしょう？
　　　昔、自然の中で仲間たちと一緒
　　　に狩りをして暮らしていたオオ
カミが、ある日人間と出会って…。長
い年月の間に、どのように犬と人が仲
良くなっていたのかを伝える、出会い
と進化の旅を描いた物語です。

　灰谷さんのおはなしの主人公たち
は特別な存在ではなく、“わたしたち”
に似た子どもたちが、いつもの暮ら
しの中で笑ったり怒ったり悩んだり
しています。「ろくべえまってろよ」
など全9編を収録。世代を超えて愛
される作品です。

『ポンコちゃんの
　　 おひなさま』
脚本・絵／ひろかわさえこ
出版社／童心社
出版年／２０１３.８月

『オオカミから犬へ！』

著／灰谷健次郎、出版社／汐文社
出版年／２０１６.１２月

作／ハドソン・タルボット
出版社／岩崎書店
出版年／２０１６.１２月

『灰谷健次郎童話セレクション①』

　果てしなく続く主婦の仕事。面倒
くさがりさんは「やらなきゃ！」と
思っていても、なかなか動けないも
の。それでも、家事が片づく「もの
ぐさ家事ルーティン」をイラストと
ともに紹介したこの本で、今年こそ
すっきり暮らしてみませんか。

著／マキ
出版社／ワニブックス
出版年／２０１７.２月

　わかりやすい言葉で多くの人を
引きつける解説者・池上彰と、読
売新聞のコラム「編集手帳」を書き
続けている名文家・竹内政明の文
章術対談。テーマの決め方や構成
方法、稚拙な表現からの脱出法な
どが記されています。

著／池上彰、竹内政明
出版社／朝日新聞出版
出版年／２０１７.１月

『家事は、すぐやる！』

『書く力』

　古い安アパートで、月10万円で愉
しく暮らしている無職のキョウコ。
来客は、近所のぶちネコとお隣さん
だけ。将来のことは少々心配だけど、
それでも日々は続いていきます。「か
もめ食堂」などで人気の群ようこの
「れんげ荘シリーズ」第３弾です。

著／群ようこ
出版社／角川春樹事務所
出版年／２０１７.１月

『ネコと昼寝』

広報ひらど 平成29年３月号 16Hirado City Public Relations,2017.317
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▼消費生活相談・市民相談・行政相談についてのお問い合わせ　市民課市民総合相談室（☎内線2530）
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「
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
の
使
用
」　

　　　

い
よ
い
よ
、
入
学
・
卒
業
の
シ
ー
ズ

ン
が
到
来
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
生
活
と
一
緒
に
上
手
に
ケ
ー

タ
イ
・
ス
マ
ホ
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
ケ
ー
タ
イ
や
ス
マ
ホ
の
問
題
点

と
利
用
の
注
意
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（※

携
帯
電
話
＝
ケ
ー
タ
イ
）

（※

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
＝
ス
マ
ホ
）

■
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
の
契
約

　

ケ
ー
タ
イ
も
ス
マ
ホ
も
、
通
話
お
よ

び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環

境
で
は
同
じ
移
動
通
信
端
末
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
未
成
年
者
の
名
前（
小

学
生
以
上
）で
も
契
約
は
可
能
で
す
が
、

親
権
者
の
同
意
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
端
末
代
金
が
一
括
支

払
・
分
割
支
払
と
選
べ
る
た
め
、
分
割

支
払
の
場
合
は
利
用
契
約
と
は
別
に

「
割
賦
販
売
契
約
」と
い
う
も
の
を
事

業
者
と
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
依
存

　

最
近
は
、
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
へ
の

依
存
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生

労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
中
高
生
の

う
ち
推
計
51
万
８
千
人
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
依
存
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

依
存
状
態
に
な
る
と
、
ケ
ー
タ
イ
や
ス

マ
ホ
が
な
い
と
生
活
が
ま
ま
な
ら
ず
、

精
神
面
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
１

日
５
時
間
以
上
の
長
時
間
使
用
な
ど
が

あ
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

■
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
が
及
ぼ
す
問
題

　

・
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
へ
の
依
存

　

・
生
活
や
学
習
習
慣
の
乱
れ

　

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下

　

・
個
人
情
報
の
流
出

　

・
誹
謗（
ひ
ぼ
う
）中
傷
・
い
じ
め

　

・
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

・
見
知
ら
ぬ
人
と
の
出
会
い

　

・
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

　

ケ
ー
タ
イ
も
ス
マ
ホ
も
調
べ
物
や
買

い
物
、
友
人
と
の
楽
し
い
や
り
取
り
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
利
便
性
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で

使
用
方
法
を
誤
る
と
、
時
と
し
て
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
危
険
性
も
高

ま
り
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
利
用
を
検

討
さ
れ
て
い
る
人
は
、
十
分
契
約
内
容

や
使
用
方
法
を
理
解
し
、
学
生
の
場
合

は
家
族
と
よ
く
話
し
合
い
、
ル
ー
ル
を

決
め
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　先月、長崎市に「ランタンフェスティバル」を見に行きました。
赤いランタンが溢れるほど飾られ、赤一色に染められた町並みに
すぐ親近感が湧きました。春節前後の中国もまさにその色です。
　中国では「赤」がめでたい色だとされています。伝統的な結婚式
の花嫁衣裳も、お年玉を入れる祝儀袋も、切り絵などの飾りつけ
も、春節に鳴らす爆竹も全部赤です。めでたい日に派手な赤でに
ぎやかな雰囲気を作り出すためです。一方「白」は葬式でよく用い
られるため、縁起が悪いと言われています。古代から親しい人が
なくなると、家族は麻の白い喪服を着て、白幕を張り白い紙銭を
焼きます。結婚式のことを「赤事」と呼ぶのに対し、葬式のことを
「白事」と呼びます。ですから、初めて純真を意味する「白無垢」を
見た中国人はびっくりするに違いありません。
　しかし、近年になって西洋文化の影響で、真っ白なウエディン
グドレスを着る花嫁も増えてきまし
た。友達の中に「白無垢」姿の結婚写
真を撮るためだけに日本にやってく
る人もいます。こうして、色の好み
は時代と共に変わりつつあるのです。

「赤」と「白」

中国の伝統的な結婚式の式場



▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
３月15日

４月
生まれ
募集中

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています
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Happy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「４月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

３月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。にっこり笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

田平町
２歳のお誕生日おめでとう！これ

からもたくさん笑って、食べて大

きくなってね！

　       from 　 康高さん  　  麻弥さん

坂田 康誠くん
 さかた    こうせい

父 母

２歳

岩の上町
松田 理央 くん 
  まつだ       りお

３歳

お誕生日おめでとう！同級生に

比べて小さいけどこれからもパ

ワフルで元気でね★だいすき！

    　　  from 　 悠さん  　   千里さん母父

岩の上町
お誕生日おめでとう！お兄ちゃ

んになったけど、まだまだパパ

とママにいっぱい甘えてね♡

          from　  千夏さん

ぎんよしや      みずき

２歳銀吉屋 瑞生 くん

母

大石 颯馬 くん
 おおいし　  そうま

３歳住江 零音 くん １歳
すみえ      れいと

　木 一花 ちゃん
 たかぎ　   いちか

１歳古川 将輝 くん １歳
ふるかわ   しょうき

里美 希ノ花ちゃん
 さとみ  　　  きのか

１歳 里美 陽咲ちゃん
さとみ  　  ひさき

３歳岡村 茉白 ちゃん ２歳
おかむら  　ましろ

山口 晃平 くん
やまぐち   こうへい

１歳山口 斗真 くん
やまぐち　  とうま

２歳

健康・福祉いきいき通信

Happy Birthday 健康・福祉

いきいき通信

自殺者 交通事故死亡者

400
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　　３月は自殺予防月間です。

　　長崎県の自殺者は、男性が自殺者総数の７割超を占めています。また、年代別で

は50歳代が最も多くなっています。原因は「健康問題」が最も多く、ついで「家庭問題」

「経済・生活問題」の順となっています。

　　自殺は、精神的に弱い人が現実から逃げるために行う“不名誉なこと”と思われ

がちですが「誰にでも起こり得る、追い込まれた末の死」です。自殺を予防するため

には、まず自分自身で予防すること、周囲の人が自殺のサインに気づくことが重要

な鍵となります。皆さんも、身近な問題として考え自殺者を減らしましょう。

　　　　　　　　　　　　　   ■お問い合わせ　福祉課障害福祉班　☎内線2566

自殺について考える

県内の自殺者と交通事故死亡者の推移

　　グラフから見てもわかるように、自殺者は、交

通事故死亡者数よりはるかに多く、その数は約７

倍にあたります。

　　自殺者数は、年々減少していますが、県内では

毎年約300人の人たちが自殺により命を落として

おり、それは社会的にも深刻な状況であることに

変わりありません。また、若年層（40歳未満）の

自殺者が横ばいであることが問題視されています。

自殺の原因と対処法

こころの相談窓口

　　自殺のサインに気付いたときは、援助のための窓口が、

医療機関だけでなく、数多くあります。ひとり・ご家族だ

けで抱え込まないで、お気軽にご相談ください。

■県北保健所（平日：午前９時～午後５時）℡57－3933
■福祉課障害福祉班（平日：午前８時30分～午後５時15分）

３月18日は「すいみんの日」です

　３月18日は欧米ではWorld Sleep Dayで、
世界的に睡眠の日になります。睡眠不足は、
子どもの心身の成長、うつ病、自殺などに
大きな影響を与えます。心身の健康の維持・
増進のため、ご自身の睡眠について今一
度振り返ってみましょう。

周囲に援助を求める力をつけたり、周

囲が手を差し伸べることで改善できま

す。

アルコールや薬物で心配なことがある

人は、医療機関に相談してみましょう。

こころの病気は誰もがかかる恐れがあ

ります。つらい気持ちが２週間以上続く

ときは、早めに医療機関へ相談しましょ

う。早期に治療し、周囲が理解するこ

とで状況が改善される可能性がありま

す。

●家庭が周囲から孤立

●人に助けを求めるのが苦手

●病気などで思いつめている

など、このような状況になると、１人で

思い悩み、孤立感を深め自殺を図るこ

とがあります。

過度の飲酒はうつ病や自殺に関係する

ことがわかっています。飲酒後に自殺

する例もあり、アルコールにより自制心

が低下したことも関係すると考えられ

ています。

うつ病などのこころの病気にかかると、

将来に対して悲観的になったり、視野

が狭くなって解決のいろいろな可能性

が目に入りにくくなるため「自殺するし

かない」と思い込んでしまうことがあり

ます。

髙

アルコール・薬物など周囲の援助を受けにくいこころの病気など
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対
処
方
法

原　
　

因



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

募　

集

問
文
化
交
流
課
文
化
遺
産
班

　

☎
内
線
２
２
６
９

シ
ュ
ー
レ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す

問
企
画
財
政
課
企
画
統
計
班

　

☎
内
線
２
３
３
６

平
成
28
年
度
市
町
村
振
興
宝
く
じ

市
町
交
付
金
の
充
当
事
業
の
報
告

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
３

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
制
度
に
つ
い
て

問
福
祉
課
総
務
班

　

☎
内
線
２
５
６
３

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

申
・
問
ま
ち
づ
く
り
課
総
務
住
宅
班　

　
　
　

☎
内
線
２
２
８
５

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
２
１
２
４

平
成
29
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

る
こ
と
で
、
申
請
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　

℡ 

0
9
5
6
‐
34
‐
１
１
８
９

　

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）は
、
平

成
26
年
４
月
に
実
施
し
た
消
費
税
率
引
上
げ
に

よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
の
少
な
い

人
に
対
し
、
制
度
的
な
対
応
を
行
う
ま
で
の
間

の
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。

○
対
象
者　

①
〜
④
ま
で
の
全
て
に
当
て
は
ま

　

る
人
が
対
象
で
す
。
支
給
決
定
前
に
亡
く

　

な
っ
た
人
は
対
象
外
で
す
。

　

①
基
準
日（
平
成
28
年
１
月
１
日
）時
点
で

　
　

平
戸
市
に
住
民
票
が
あ
る
こ
と

　

②
平
成
28
年
度
市
民
税（
均
等
割
）が
非
課

　
　

税
で
あ
る
こ
と

　

③
平
成
28
年
度
市
民
税（
均
等
割
）課
税
者

　
　

の
扶
養
親
族
な
ど
で
は
な
い
こ
と

　

④
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど
で
は
な

　
　

い
こ
と

○
支
給
額　

１
万
５
千
円（
１
人
１
回
）

○
申
請
書　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

　

３
月
上
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

○
申
請
期
間　

３
月
16
日（
木
）〜
８
月
18
日

　
（
金
）で
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

　

※

郵
送
で
の
申
請
は
８
月
18
日（
金
）消
印

　
　

有
効

○
申
請
場
所

　　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金
に
加
入
し
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に
は
、
在
学
期
間
中
の

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な「
受
給
資
格
期
間
」と
し
て
扱
わ
れ
、
万
が

一
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
は
障

害
年
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、
印
か
ん
、

　

免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
、
学
生
証
の
写

　

し
ま
た
は
在
学
証
明
書（
申
請
年
度
の
４
月

　

以
降
に
発
行
し
た
も
の
）

○
受
付
窓
口　

住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
町

　

村
の
国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
、
在
学
し
て
い

　

る
大
学
等
が
学
生
納
付
特
例
事
務
法
人
の
指

　

定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
そ
の
窓
口

　
　

な
お
、
平
成
28
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

　

予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
29
年
度
も
引
き

　

続
き
在
学
予
定
の
人
に
は
、
３
月
下
旬
ご
ろ

　

に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、

　

こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す

　

①
本
庁
３
階
大
会
議
室【
３
月
16
日（
木
）〜

　
　

３
月
24
日（
金
）】

　

②
福
祉
課（
８
番
）窓
口【
３
月
27
日（
月
）〜

　
　

８
月
18
日（
金
）】

　

③
各
支
所
お
よ
び
各
出
張
所【
３
月
16
日

　
　
（
木
）〜
８
月
18
日（
金
）】

　

④
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
度
島（
３
月
23
日（
木
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

　

平
成
29
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
の

実
施
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○
試
験
の
種
類　

乙
種（
第
１
類
〜
第
６
類
）、

　

丙
種

○
と　

き　

６
月
18
日（
日
）午
前
10
時
〜

○
と
こ
ろ　

長
崎
大
学
教
養
教
育
講
義
棟
、
長

　

崎
工
業
高
等
学
校
、
長
崎
県
立
大
学
、
佐
世

　

保
工
業
高
等
学
校
、
島
原
工
業
高
等
学
校
、

　

諫
早
農
業
高
等
学
校
、
大
村
工
業
高
等
学
校
、

　

長
崎
県
五
島
振
興
局
、
長
崎
県
壱
岐
振
興
局
、

　

対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

○
受
験
願
書
の
受
付
期
間　

　

書
面
申
請　

４
月
10
日（
月
）〜
21
日（
金
）

　

電
子
申
請　

４
月
７
日（
金
）〜
18
日（
火
）

○
受
験
願
書
の
入
手
先　
（
一
財
）消
防
試
験
研

　

究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
、
長
崎
県
消
防
保

　

安
室
、
長
崎
県
各
振
興
局（
長
崎
、
県
央
を

　

除
く
）、
県
内
各
消
防
署

　　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
課
、
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　
　
　

６
戸（
16
戸
）

　

①
平
戸
地
区　
　

３
戸（
１
戸
）

　

②
生
月
地
区　
　

０
戸（
13
戸
）

　

③
田
平
地
区　
　

３
戸（
２
戸
）

　

※

１
月
募
集
で
応
募
の
な
か
っ
た
住
宅
に
つ

　
　

い
て
は
、
随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の

　
　

で
、
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

　
　

認
く
だ
さ
い
。

　

※

（　

）内
の
戸
数
は
随
時
募
集
の
数
で
す
。

○
申
込
期
限　

３
月
10
日（
金
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と（
同
居
人
を
含
む
）

　

⑤
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
　

こ
と

　

※

単
身
者
は
、
２
Ｋ
以
下
の
住
宅
に
入
居
す

　
　

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
高
齢
者
、
障
が

　
　

い
者
な
ど
を
除
く
）

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書（
平
成
27
年
分
）

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

　

※

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
所

　
　

を
有
し
て
い
た
人
は
、
個
人
番
号（
マ
イ

　
　

ナ
ン
バ
ー
）提
供
に
よ
り
添
付
書
類
の
提

　
　

出
が
省
略
で
き
ま
す
。

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
な
お
、

　

抽
選
会
は
、
４
月
１
日（
土
）た
び
ら
活
性

　

化
施
設
研
修
室
で
開
催
予
定
で
す
。

　
※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

※
注
意　

入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ

　

と
が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う

　

え
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

３
月
26
日（
日
）午
前
10
時（
受
付

　

午
前
９
時
30
分
〜
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
広
場

○
内　

容　

シ
ュ
ー
レ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
の
定
番

　

ゲ
ー
ム
で
、
木
製
の
ダ
イ
ス
を
、
四
つ
の
穴

　

の
い
ず
れ
か
へ
滑
ら
せ
て
得
点
を
競
う
子
ど

　

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
簡
単
に
楽
し
く
遊
べ

　

る
ゲ
ー
ム
で
す
。

○
定　

員　

子
ど
も（
小
学
生
以
下
）50
人

　
　
　
　
　

大　

人（
中
学
生
以
上
）50
人

　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

○
参
加
料　

無
料

○
申
し
込
み
先　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

　

℡
26-

０
６
３
６

　

F
A
X
26-

０
６
３
８

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
公
益
財

団
法
人
長
崎
県
市
町
村
振
興
協
会
の
交
付
金
交

付
規
程
に
基
づ
き
、
県
内
各
市
町
へ
交
付
さ
れ
、

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
戸
市
で
は
、
次
の
事
業
に
交
付

金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
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              事     業     名

図書購入事業

地域医療人材育成事業

図書購入事業

ごみ減量化推進事業

 名     称

サマージャンボ

宝くじ交付金

オータムジャンボ

宝くじ交付金

         金     額

10,118,000円

　

6,836,000円



「
平
戸
き
ら
っ
と
ま
つ
り
」の
開
催

平
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
22-

２
１
８
０

問

平
戸
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

平
戸
税
務
署

☎
23-

２
１
３
１

問

県
北
保
健
所
地
域
保
健
課

☎
57
‐
３
９
３
３

問

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
金
額
に

つ
い
て

火災
救急

件　数
死　者
負傷者

◎Ｈ29.１月末までの交通事故件数

◎Ｈ29.１月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／32,619（－20）
　男性／15,281人（－15）
　女性／17,338人（－5）
■世帯数　14,191戸（ー3）
※（　）は、前月との比較
　　　　　平成29年2月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期
（重傷）  ３人　（軽傷）８人

（８件）
（   0人）
（ ９人）

11件
0人
11人

　４件）
163件（167件）

　　　　４件    （

○
内　

容

　

▼
口
演
会（
こ
う
え
ん
か
い
）

　
　

〜
笑
っ
て
元
気
〜「
必
要
と
さ
れ
る
喜
び
」

　
　

・
講
師　

矢
野
大
和

　
　
　

※

笑
い
の
連
続
！
お
腹
の
よ
じ
れ
に
ご

　
　
　
　

注
意
を

　

▼
イ
ベ
ン
ト
な
ど

　
　

田
助
ハ
イ
ヤ
節
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
標
語
コ

　
　

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、ダ
ン
ス
披
露
、バ
ザ
ー
、

　
　

障
害
者
福
祉
施
設
に
よ
る
物
販
な
ど

○
参
加
費　

無
料

※

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
。
お
気
軽
に
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

○
１
次
試
験

　

▼
と　

き　

６
月
11
日（
日
）

　

▼
と
こ
ろ　

全
国
の
主
要
都
市（
近
隣
で
は

　
　

福
岡
市
）

○
２
次
試
験

　

▼
と　

き　

７
月
17
日（
水
）〜
19
日（
水
）

　

※

こ
の
期
間
で
、
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書

　
　

で
指
定
す
る
日
時

　

▼
と
こ
ろ　

全
国
の
主
要
都
市（
近
隣
で
は

　
　

福
岡
市
）　

○
受
験
資
格　

　

①
昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月
１

　
　

日
生
ま
れ
の
人

　

②
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
次
に

　
　

掲
げ
る
人

　
　
（
ア
）大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成
30

　
　
　
　

年
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

　
　
　
　

の
人

　
　
（
イ
）人
事
院
が（
ア
）に
掲
げ
る
人
と
同

　
　
　
　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

確
定
申
告
は
期
限
内
に

　

平
成
28
年
分
の
申
告
期
限
は
次
の
と
お
り
で

す
。
申
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

○
申
告
期
限

　

▼
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税

　
　

３
月
15
日（
水
）

　

▼
個
人
事
業
者
の
所
得
税
・
地
方
消
費
税

　
　

３
月
31
日（
金
）

○
振
替
納
税
振
替
日

　

▼
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税

　
　

４
月
20
日（
木
）

　

▼
個
人
事
業
者
の
所
得
税
・
地
方
消
費
税

　
　

４
月
25
日（
火
）

　

※

口
座
の
残
高
不
足
な
ど
で
振
替
が
で
き
な

　
　

か
っ
た
場
合
に
は
。
法
廷
納
期
限
の
翌
日

　
　

か
ら
納
付
の
日
ま
で
延
滞
税
が
か
か
る
場

　
　

合
が
あ
り
ま
す
。　

　

※

口
座
振
替
の
た
び
に
金
融
機
関
か
ら
領
収

　
　

証
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成 

　
　

29
年
１
月
か
ら
振
替
納
税
の
領
収
証
書
が

　
　

送
付
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
振
替
納
税
を
利
用
し
な
い
場
合

　

▼
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税

　
　

３
月
15
日（
水
）

　

▼
個
人
事
業
者
の
所
得
税
・
地
方
消
費
税

　
　

３
月
31
日（
金
）
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長
崎
県
で
は
、
高
額
の
治
療
費
が
か
か
る
特

定
不
妊
治
療（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）の
治
療

費
の
一
部
助
成
を
行
な
っ
て
お
り
、
県
北
保
健

所
は
助
成
の
申
請
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
、
治
療
が
終
了
し
た
日
が
属
す
る
年

度（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
）の
年
度
末
ま
で

で
す
。
平
成
28
年
度
中
に
治
療
を
受
け
ら
れ
た

人
は
、
原
則
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で
に

申
請
の
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

期
日
ま
で
に
申
請
が
で
き
な
い
場
合
は
、
県

北
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　

　

不
妊
相
談
も
、
保
健
師
が
無
料
で
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
限　

３
月
31
日（
金
）

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
福
祉
問

題
は
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、
公
的
な

サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
で
き
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
相
互
に
交
流
し
、

活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
住
民
が
支
え
合
い
助

け
合
っ
て
い
く
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に「
平
戸
き
ら
っ
と

ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

３
月
12
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
ホ
ー
ル
）

【
平
戸
地
区
】　　

森　
　

舞
彩 

久
司 

度
島
浦

山
口　

鈴
花 

正
義 

鮎
川

本
山　

結
菜 

昇
太 

堤

松
山　

侑
志 

大
作 

下
中
津
良

柴
山　

健
生 

剛 

紐
差
第
４

中
村　

穂
乃
香 

圭
子 

宝
亀
第
１

青
﨑　

明
里 

公
平 

明
の
川
内

宮
國　

和
洋 

和
彦 

紺
屋
町

井
吉　

陽
大 

敏
之 

白
浜

井
吉　

風
歌 

敏
之 

白
浜

作
江　

美
紅 

芳
美
治 

宝
亀
第
2

松
本　

和
空 

拓
也 

大
久
保

村
山　

浩
基 

雅
治 

稗
田

滝
元　

遼
哉 

勇
樹 

浦
の
町

大
浦　

桜
輝 

光
陽 

度
島
三
免

【
生
月
地
区
】

柴
田　

晴
路 

尚
矢 

堺
目

田
中　

瑠
菜 

祥
平 

浦
南

【
田
平
地
区
】

金
丸　

蓮
弥 

直
樹 

生
向

南　
　

忠
克 

典
秀 

下
里

橋
口　

芽
那 

剛
興 

平
戸
口

西
浦　

陽
直
心 

誠
友 

大
久
保

大
浦　

伊
織 

恒
一 

山
内

久
原　

清
冬 

和
幸 

野
田

阿
部　

暖
大 

健
一 

平
戸
口

田
中　

暁
斗 

洋
平 

上
里

【
平
戸
地
区
】

寺
田　

峰
雄 

82
歳 
1
／
16 

主
師

眞
藤　

庄
蔵 

63
歳 
1
／
16
頃 
宝
亀
第
４

川
村　

正
雄 

75
歳 
1
／
17 

紐
差
第
２

山
西　

ミ
ツ
子 

80
歳 
1
／
18 

大
久
保

吉
田　

豊 

83
歳 
1
／
19 

津
吉
元

森
下　

絢
子 

96
歳 
1
／
19 

赤
坂

藤
澤　

勉 

74
歳 
1
／
21 

曲
り

本
山　

壽
昭 

77
歳 
1
／
24 

木
引

平
松　

七
太
郎 

96
歳 
1
／
26 

堤

田
村　

エ
イ 

93
歳 
1
／
29 

杉
山

福
海　

泰
造 

69
歳 
1
／
30 

川
内
浦

大
坂
屋　

栄
吉 

49
歳 
1
／
30 

幸
の
浦

森
村　

泰
枝 

63
歳 
1
月
下
旬
頃 
薄
香
浦

栁
原　

良
幸 

86
歳 
2
／
2 

志
々
伎
岡

鴨
川　

敬 

91
歳 
2
／
2 

高
越

松
本　

ア
ヤ 

89
歳 
2
／
3 

神
上

福
田　

ト
ヨ
子 

89
歳 
2
／
4 

中
山

塩
谷　

ツ
ギ 

90
歳 
2
／
7 

獅
子
第
３

山
本　

ヒ
デ 

93
歳 
2
／
8 

宮
の
町

濵
田　

三
一
郎 

83
歳 
2
／
8 

飯
良
第
２

山
南　

義
栄 

63
歳 
2
／
9 

中
山

七
種　

榮
子 

79
歳 
2
／
11 

魚
の
棚
町

里
崎　

正
範 

85
歳 
2
／
11 

早
福

北
川　

公
平 

73
歳 
2
／
11 

赤
松

橋
口　

キ
ミ
ヱ 

93
歳 
2
／
11 

津
吉
中
央

長
島　

於
都
吉 

92
歳 
2
／
12 

度
島
浦

塩
谷　

シ
マ 

92
歳 
2
／
13 

根
獅
子
第
４

中
村　

オ
チ
ヨ 

94
歳 
2
／
14 

神
船

【
生
月
地
区
】

池
田　

賢
造 

90
歳 
1
／
30 

元
触

古
川　

敏
雄 

91
歳 
2
／
3 

壱
部

綾
香　

ヨ
シ
子 

72
歳 
2
／
6 

舘
浦
浜

豊
永　

義
信 

75
歳 
2
／
13 

浦
南

大
川　

雅
市 

87
歳 
2
／
14 

壱
部

【
田
平
地
区
】

德
村　

美
穗 

94
歳 
1
／
17 
岳
崎

大
内　

博
信 

78
歳 
1
／
23 
山
内

野
口　

邦
明 

70
歳 
1
／
25 
外
目

西
村　

ヌ
イ 

88
歳 
1
／
26 
坊
田

大
浦　

春
子 

83
歳 
1
／
27 
山
内

磯
田　

孝　
 

88
歳 
1
／
29 
日
の
浦

谷
口　

長
作 

88
歳 
2
／
4 
下
寺

金
丸　

三
男 

90
歳 
2
／
10 
下
亀

岡
﨑　

次
男 

82
歳 
2
／
13 
外
目

【
大
島
地
区
】

福
井　

ミ
サ
ヨ 

92
歳 
1
／
17 
西
宇
戸

山
村　

ク
ニ 

102
歳 
1
／
18 
西
宇
戸

村
川　

澄
子 

89
歳 
1
／
29 
的
山
在

德
山　

玉
江 

86
歳 
2
／
3 
前
平

　
　
　
　
　
　

（
１
／
16
〜
２
／
15
受
付
分
）

も
り 

　
ま　

い 

ひ
さ　
し

や
ま
ぐ
ち 

す
ず　
か 

せ
い　
ぎ

も
と
や
ま 

ゆ
い　
な 

し
ょ
う
た

ま
つ
や
ま 

ゆ
う　
し 

だ
い
さ
く

し
ば
や
ま 

け
ん
せ
い 

つ
よ
し

な
か
む
ら 

　
ほ　

の　

か 

け
い　
こ

あ
お
さ
き 

あ
か　
り 

こ
う
へ
い

み
や
く
に 

か
ず
ひ
ろ 

か
ず
ひ
こ

　
い　
よ
し 

ひ
な　
た 

と
し
ゆ
き

　
い　
よ
し 

ふ
う　
か 

と
し
ゆ
き

さ
く　
え 

　
み　
あ
か 

よ
し　
み　

ち

ま
つ
も
と 

　
わ　

く 

た
く　
や

む
ら
や
ま 

こ
う　
き 

ま
さ
は
る

た
き
も
と 

り
ょ
う
や 

ゆ
う　
き

お
お
う
ら 

お
う　
き 

こ
う
よ
う

し
ば　
た 

　
は　

る 

な
お　
や

　
た　
な
か 

　
る　

な 

し
ょ
う
へ
い

か
な
ま
る 

れ
ん　
や 

な
お　
き

み
な
み 

た
だ
か
つ 

の
り
ひ
で

は
し
ぐ
ち 

め
い　
な 

ま
さ
お
き

に
し
う
ら 

　
ひ　

な　

た 

あ
き
と
も

お
お
う
ら 

　
い　
お
り 

こ
う
い
ち

　
く　
ば
ら 

き
よ　
と 

か
ず
ゆ
き

　
あ　

べ 

ひ
な　
た 

け
ん
い
ち

　
た　
な
か 

あ
き　
と 

よ
う
へ
い

て
ら　
だ 

み
ね　
お

し
ん
ど
う 

し
ょ
う
ぞ
う

か
わ
む
ら 

ま
さ　
お

や
ま
に
し

よ
し　
だ 

ゆ
た
か

も
り
し
た 

あ
や　
こ

ふ
じ
さ
わ 

つ
と
む

も
と
や
ま 

と
し
あ
き

ひ
ら
ま
つ 

し
ち　
た　
ろ
う

　
た　
む
ら

ふ
く　
み 

た
い
ぞ
う

お
お
さ
か　
や 

え
い
き
ち

も
り
む
ら 

や
す　
え

や
な
ぎ
は
ら 

よ
し
ゆ
き

か
も
が
わ 

け
い

ま
つ
も
と

ふ
く　
だ

し
お　
や

や
ま
も
と

は
ま　
だ 

さ
ん
い
ち
ろ
う

や
ま
な
み 

よ
し
え
い

さ
い
く
さ 

え
い　
こ

さ
と
ざ
き 

ま
さ
の
り

き
た
が
わ 

こ
う
へ
い

は
し
ぐ
ち

な
が
し
ま 

　
お　

と　
き
ち

し
お　
や

な
か
む
ら

い
け　
だ 

け
ん
ぞ
う

ふ
る
か
わ 

と
し　
お

あ
や　
か

と
よ
な
が 

よ
し
の
ぶ

お
お
か
わ 

ま
さ
い
ち

と
く
む
ら 

　
み　

ほ

お
お
う
ち 

ひ
ろ
の
ぶ

　
の　
ぐ
ち 

く
に
あ
き

に
し
む
ら

お
お
う
ら 

は
る　
こ

い
そ　
だ 

た
か
よ
し

た
に
ぐ
ち 

ち
ょ
う
さ
く

か
な
ま
る 

み
つ　
お

お
か
ざ
き 

つ
ぎ　
お

ふ
く　
い

や
ま
む
ら

む
ら
か
わ 

す
み　
こ

と
く
や
ま 

た
ま　
え

や
の　
　

た
い
わ
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